
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

子猫の社会化期は生後 3～7 週間頃と言われており、この時期に周りの人や物、生活環境から受けた刺激が猫の性

格形成に深くかかわるとされています。この社会化期にお家で取り組みたいトレーニングを紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大事なことは、あくまで子猫のペースでトレーニングしてあげること！無理やり押し付けると、

トレーニングそのものを嫌いになってしまい手が付けられなくなってしまうかもしれません。

焦らず徐々にステップアップして、子猫とよりよい関係を築きましょう！ 

 

 

 

知っておきたい子猫学②  - 子猫の社会化トレーニング - 

まずは触れ合うことから！なるべく猫を怖がらせない

方法で触ったりしてみて。顔や手足、お腹、シッポな

ど､なるべく全身くまなく触れるようにチャレンジして

みましょう。これに慣れておくと、自宅でのお手入れが

簡単になります。 

 

①ハンドリング 

お家に先住のワンちゃんや猫ちゃんがいる場合には、

その子たちとも挨拶させてみましょう。最初はケージ

越しで、できれば恐怖を感じたときに隠れられる場所

も作っておくとGood。 

 

②他の動物に慣れさせる 

キャリーやバッグ、ぬいぐるみや敷物などのほか、掃除

機などの家電類も、初めての子はびっくりするかも。

生活上よく関わるものに少しずつ慣らしてあげて。ま

た、車など乗り物にも慣れておくと、いざという時の

移動に苦労せずに済むかもしれません。 

 

③物や乗り物 

テレビやスマホ、時計、インターホンなどなど、人が日

常的に聞いている音も、猫ちゃんに慣れさせてあげま

しょう。小さめの音量から、少しずつ普段の音量に上

げられるとよいでしょう。 

④音 

意外と忘れがちなのが、様々な人に慣れさせること。

男性や女性、大人や子供など、できる限り色々な人と

触れ合えるとよいでしょう。 

⑥人 

子猫は遊ぶことが大好きです。いろいろなおもちゃで

遊ばせて、刺激を与えてみましょう。キャットタワーな

ど高低差のある物も、この時期から慣れさせておくと

よく使うようになるかも。 

⑤おもちゃなどの遊び道具 

 
 



 

いま、どんな気持ちなの？？ 

 

みなさんは猫が足元にスリスリしてきたりパソコンの作業を邪魔されたりなどの経験をしたことありません

か？今回は、そんな気まぐれだけど愛らしい猫とのコミュニケーションをもっと楽しく取れるように猫の代

表的なボディランゲージについてお話ししたいと思います。 

・嬉しい ：しっぽがピンっと立ってすり寄ってくるときは「嬉しい」「甘えたい」「大好き」といった気持

ちの表れです。大好きな相手だからこそ自ら近づいて好意をアピールしているのです。猫によっては、嬉し

すぎて甘噛みをする子もいます。ただし、甘噛みを許しすぎると習慣化し本気噛みになるためおもちゃなど

で遊ばせて甘噛みさせないようにしましょう。 

・挨拶 ：猫同士の挨拶は、鼻と鼻をチョンっとくっつけます。 

しっぽを立てるなど友好的に近付きます。 

「ニャッ」と短く鳴くのも挨拶のひとつです。 

・威嚇 ：耳は相手に向けられ瞳孔が開き、 

背中の毛やしっぽの毛を逆立てます。 

恐怖心が加わってくると、耳は倒れ、背中を高い位置で丸めしっぽはピンと立ち全身が逆立ちます。鳴き声

は「シャーッ」「ギャーッ」と甲高い声を出します。このような時は下手に触るとケガをしますので刺激し

ないようにそっとしておきましょう。 

・機嫌が悪い時 ：犬とは異なり、しっぽを素早く振るときは、イライラしているときです。一人の時間も

大切にしたい猫の「ほっといて」

のサインです。 

 

 

 

 

・もみもみする ：子猫が母猫のお乳を飲むときにする行動です。親離れした後でも不安なときやリラック

スしているときに、ブランケットなどの柔らかい物の上で、両足を交互に動かして「もみもみ」「ふみふ

み」します。この行動は別名「赤ちゃん返り」といいます。 

・作業を邪魔してくる ：猫の不思議な行動に、目の前に邪魔しに来る行動がありますよね。雑誌やパソコ

ンの上にドカっと座りこんでみたりして、こちらの様子を伺います。 

この行動は「構ってほしい」「ご飯などの要求がある」など過去に 

してもらったことを学習し、同じ行動を繰り返していることがあります。 

 

 

 

 

安心している時や甘えたい時、イライラしている時など、猫はボディランゲージを使ってさまざまな気持ち

をアピールしています。 

猫を飼っている人や、猫と触れ合う機会が多い人は、猫のボディランゲージを観察しながらどのような気持

ちになっているのか考え、受け止めて、よりよい信頼関係を築いていきましょう。 

                                        森泉    

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【例題】 難易度★☆☆

・マルチーズ × トイプードル ＝ マルプー ①チワワ × ミニチュアダックスフンド

難易度★☆☆ 難易度★☆☆

➁チワワ × ミニチュアピンシャー ③チワワ × シーズー

難易度★★☆ 難易度★★☆

④ミニチュアシュナウザー × マルチーズ ⑤ポメラニアン × ヨークシャーテリア

難易度★★★ 難易度★★★★★

⑥ポメラニアン × シベリアンハスキー ⑦ラブラドールレトリバー × スタンダードプードル

動物看護師　武藤

①チワックス➁チワピン③チワズー④シュナマル

⑤ポメキー⑥ポンスキー⑦ラブラドゥードル

答え)

ミックス犬って何？

トイプードルやマルチーズなどの純血種同士の犬を交配させて生まれた犬の事をいい、

ブリーダーによっては「ハーフ犬」「ハイブリッド犬」「デザイナードッグ」とも呼ばれます。

お父さんとお母さん、どちらの特徴が色濃く出るかによってその犬の個性は様々です。

今回は、組み合わせによってどんな名前になるのか、人気なものから珍しいものまでちょっとした

クイズにしてみました！ぜひ考えてみてください♪ ※答えは一番下に書いてあります^^



 

休診：火曜日／第四日曜日／ 

木・土・日・祝祭日の午後 

  

【逃走予防のために】 

災害時には動物がパニックになり、行方不明になってしまうことがあります。 

日頃からできることをチェックしましょう！ 

（ネコの場合） 

・ネコがパニックになってもすぐに保護できるように

環境を工夫する 

・いつもネコが逃げ込むところ把握し、捕獲しやす

いよう環境を整える 

・逃げ込みたくなるような、ベッドの下や物置など

の捕まえにくいところは塞いでおく 

・キャリーに普段から慣らしておく 

（ケージ飼育している場合） 

 ・地震の揺れでケージが倒れないよう工夫する 

 ・水槽は、ガラス防止飛散フィルムなどを貼る 

 ・移動用の小型ケージを用意する 

（イヌの場合） 

・首輪が緩んでいないか定期的にチェック 

・首輪に連絡先や飼い主の名前を明記する 

・「待て」「おいで」など、コマンドで動物を落ち着かせる

ことができるようにしつけをする 

（室内飼育している動物の場合） 

・動物が普段いる場所に、家具やケージが倒れたりしないかチェックする 

・室内飼いであっても、日頃から首輪やマイクロチップを装着し、すぐに飼い主がわかるようにする 

動物たちのための災害対策について考えたことはありますか？ 

とりあえず車に乗せて一緒に避難しよう・・・だけではなくて、もう一歩進んだ準備をしてみませんか？ 

日頃から動物たちをどのように避難させるか家族で話し合っておきましょう。 

飼い主さんに何かあったときのために、預かってくれる方や場所を事前に相談しておくことも重要です。 

ペットのための災害対策って？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野どうぶつ眼科センター(併設) 
休診日・午後休診は 

当院のホームページまたは 

お電話にてご確認ください。 

ホームページはこちら！ 

獣医師出勤表、お知らせ随時更新中！ 

【災害グッズの準備】 

災害用のグッズを、一つにまとめておきましょう。 

・リードや首輪、食器の予備 

・フードの備蓄 

・すぐ持ち出せるよう、常備薬をまとめておく 

・ガムテープ（ケージの補強など、あると便利です） 

・かかりつけの病院名、健康状態をまとめた手帳 

・排泄物の処理用具 

・（猫の場合）使い慣れたトイレ砂 

 

【あると便利なこと】 

・携帯にペットと飼い主のツーショット写真を保存しておく 

→離れ離れになった際、飼い主である証明になります。 

また、ポスターの作成などに役立ちます。 

【避難所での生活】 

避難所の受け入れ条件として、ワクチン接種や寄生虫の駆

除が挙げられることもあります。 

動物受け入れ可能な避難所であっても、動物のいる場所は

人と分かれていることが一般的です。飼い主と離れても異

なる環境でも生活ができるように、ホテルに預けるなどトレ

ーニングを行うことも重要です。 


